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7対象事業者について

前回検証時は第二種指定事業者のみを対象とし、
届出した接続料水準の妥当性を検証

（ただし指定事業者の接続料金は直近も大幅に低下）

前述の通り、
モバイル市場全体の競争状況を考慮する上で
楽天モバイルを含む全MNOを対象とすべき







10対象サービス・プラン

接続料検証の必要性が低下している点も踏まえ、
必要最低限の検証とすべき

対象プラン選定に際しては以下を考慮

新プラン

既存プラン 接続料水準が低廉化の場合検証不要

同一カテゴリ内(次ページ参照)でMVNOがMNOと
同等プラン提供不可との申告があり、
申告内容に合理性がある場合は実施





12検証のタイミング

①
接続料の届出

➁
スタックテスト実施
要否の検討

③
スタックテスト実施

二種指定接続料は届出制であることから、
スタックテストを満たすことが接続料届出条件ではない

届出タイミングでの実施・報告は不要

• 届出された接続料水準等を踏まえ、実施要否を検討
• 一種指定制度(スタックテストの結果が接続料認可条件)
とは異なるため、届出時の実施は必須ではない

検証の流れ(イメージ)
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16②音声接続料

• スタックテストの検証の目的は
①接続料水準の妥当性の検証
②MVNOが同条件で提供できるか

• ①の観点から基本的には接続料で検証すべきであるが、
前回はMVNOが接続を選択不可能だったため、
②の観点から代替的に卸料金で検証

• 現在は接続も選択可能なため接続での検証が適当

• 対象プランの全ユーザーの平均通信時間に接続料を乗算して
算出する

接続料の
算入方法

接続料or
卸料金

論点 考え方



17③その他設備費用

• 上記設備にかかる費用は全サービスに共通的にかかるもの
(特定のサービスやプランに特化してかかるものではない)

• よって、当該費用を全サービスの回線数（MVNO回線は除く）
で除することが適当

• 接続料原価に算入しない（MVNOからコスト回収しない）が、
自社ユーザーからコスト回収する設備が対象

• 具体的にはISP、PGW、他社に支払う接続料等が該当

算定の
方法

具体的な
設備

考え方論点





19【参考】固定事業におけるサービスプラン検証方法
固定事業におけるサービスメニューごとのスタックテストでも
利用者料金が接続料相当額を上回っていることを検証

（営業費は未考慮）

【資料50-4】携帯電話料金と接続料等の関係の検討 14ページ




